第52回（2026年度）九州大学法学部同窓会総会・懇親会出席報告
文責　鈴木敦士

10月16日（金）18時30分から西鉄グランドホテルで開催された第52回九州大学法学部同窓会総会・懇親会に、北嶋会長とともに出席しました。
総会では、五十君事務局長から会務報告が行われ、人事・決算・予算等が承認されました。また、櫻井龍子前東京同窓会会長が顧問に就任し、北嶋信顕東京同窓会会長および鈴木事務局長が理事に選任されました。
羽田野会長からは、ネパールの法曹関係者との交流を通じて九大留学経験者とのつながりを実感したことから、将来的に同窓会でネパール訪問を企画したいとの紹介がありました。
　武内法学研究院長からは、学部新入生の男女比がほぼ同数となったこと、法科大学院の伊都キャンパス移転、ネーミングライツを活用した寄附への協力依頼などについて報告がありました。
続いて、当番学年（平成8年卒）企画として、法科大学院平成19年卒の江越正嘉弁護士によるミニオペラコンサートが開催され、「乾杯の歌」や「誰も寝てはならぬ」などが披露されました。参加者は美しい歌声を堪能しました。学生歌「松原に」は全員で合唱しました。
懇親会には、今回新たに副学長に就任された徳本穣教授をはじめ、名誉教授、大学教職員、留学生、現役学生など幅広い世代が参加し、昭和32年卒から令和8年卒まで計178名（昭和卒46名、平成卒96名、令和卒36名）が集いました。会場は終始、地元福岡ならではの熱気に包まれ、世代を超えた交流が和やかに行われ、同窓の絆を深める有意義なひとときとなりました。
